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ごあいさつ 
 

 

 日ごろから私は、「琵琶湖博物館は＜ずるい＞博物館だ」と申しています。資料収集・研究・

展示・交流のすべてについて、館外のさまざまな方々のご支援・ご協力に多くのことを負っ

ているからです。その琵琶湖博物館も 2007年 10月には、公開してから満 11年を迎えました。 

 2007 年度は、10 周年記念事業の 1つとしてまず、第 15 回企画展示「琵琶湖のコイ・フナ

の物語 -東アジアの中の湖と人-」を開きました。これは開館以来約 10 年にわたって進めて

きた総合研究「東アジアの中の琵琶湖 -コイ科魚類を展開の軸とした環境史に関する研究-」

に基づくもので、前年度の今森さんの写真を素材とするものと合わせて、その集大成を試み

たものです。従って、企画においても内容においても、この総合研究に共同研究者として参

加して貰った館外の多くの方々に、その多くを負っています。また、この企画展示の関連行

事として行われた交流事業の多くは、琵琶湖博物館「はしかけ」の「びわたん」・「うおの会」

など、館の職員以外の方々に運営して貰いました。 

 これに合わせた水族企画展示では、「東アジアのタナゴたち」と題して、日本列島のみなら

ず、中国大陸や朝鮮半島の生きた個体を、延べ 30種展示することが出来ました。これについ

てもまた、国内国外の多くの機関や個人のご協力を頂き、その結果としてこの展示が可能に

なったのです。 

 また、3 つのギャラリー展示を行ないましたが、これまたすべて、館外の多くの皆さんの

協力を得たものです。先ず、「鉱物・化石展『続・湖国の大地に夢を掘る』」は、滋賀県とそ

の周辺で鉱物・化石の採集を行っている「湖国もぐらの会」の人々の集めたものが、多彩に

展示されました。次の「漁業・環境ミュージアム -注文の多い湖魚の料理店」は、「第 27 回

全国豊かな海づくり大会」にかかわった滋賀県内の多くの人々が参加して作り上げたもので

す。最後の「淡海の博物館」は、滋賀県博物館協議会を構成している 87館の皆さんが、共同

して作り上げたものです。 

 2006 年度に試験的に進めていた「集う・使う・創る 新空間」も、年度内に 16 団体によ

って出展・利用が行なわれました。これは、地域の人々が自らが行っている活動や考えなど

を、他の利用者に知らせ、意見を交換し、互いの交流を深めて行くための空間です。 

 「はしかけ」・「フィールドレポーター」の皆さんの活動も、進んできています。琵琶湖博

物館に深くかかわり、ともに博物館をつくりあげていく方々の存在は、交流・展示ばかりで

はなく、資料収集や研究を進めるうえでも、ますます重要になってきています。 

 このような、積極的に琵琶湖博物館を支えて下さっている多くの方々に、ここで改めて深

く感謝の意を表します。琵琶湖地域の方々を中心とする世界中の多くの皆さんによって、琵

琶湖博物館はあるのです。そして、このように多くの方々といっしょに博物館事業を進めて

いくことが、中長期目標「地域だれでも、どこでも博物館」の目的なのです。こう申せば、

「ずるい博物館」と自ら呼称していることの意味が、いっそう判って頂けるでしょうか。し

かしそのためには、博物館の職員はさらにいっそうプロとしての役割を果たさなければなり

ません。 

 私どもへの厳しくも建設的なご批判とともに、いっしょに琵琶湖博物館を作り上げていく

ためのご意見・ご協力を頂きますよう、お願い申し上げます。 

 

 

       2008年八朔の日に 

 

 

                          滋賀県立琵琶湖博物館 

                          館 長  川那部 浩哉 
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Ⅰ 博物館機能の強化 
 

１ 資料が活用できる博物館 

 

 資料整備活動 

琵琶湖博物館で資料整備の対象としているのは、「琵琶湖とその集水域および淀川流域」およびその全体的評価にか

かわるもの、ならびに博物館のテーマ「湖と人間」に関係する日本、アジア、世界の湖沼とその周辺地域におよぶもの

である。自然、人文、社会科学等にかかわる過去から現在までの実物の資料、生魚などの水族資料、映像資料、図書資

料および博物館業務に必要な資料について、収集・整理・保管および利用を図り、博物館活動の充実に努めている。 

収蔵資料は、博物館職員による収集をはじめ、受贈、受託、交換、購入、製作、提供、参加型調査等によって受け入

れられ、必要に応じて速やかに利用できるよう、各資料区分の体系にしたがって整理を行っている。  

 以下に 2007年度の資料整備状況を示す。 

 

 

（1）収蔵資料 

収蔵資料は、地学標本、植物標本、動物標本、微生物標本、水族資料（生体）、考古資料、歴史資料、民俗資料、環

境資料、図書資料、映像資料の 11分野にわたる。 

 登録資料数とは、琵琶湖博物館情報システムの資料データベースに登録されているものの総数をいい、収蔵概数とは、

登録資料数と未整理な資料を含めた収蔵全体数である。 

 2007年度末現在で、博物館登録資料は 415,164で、収蔵概数は 740,241となった。 

 これらの収蔵資料は、保存に影響を与えない範囲で、展示、閲覧および貸出等に利用している。 

 

【収蔵資料のまとめ】                            2008年 3月現在 

 登録資料数 収蔵概数 2007年度登録数 2007年度受入総数 

地 学 31,963 38,450 4,139 5,484 

植 物 83,951 163,579 4,425 179 

動 物 97,163 247,600 3,221 3,585 

微生物 0 57,602 0 489 

水族（生体） 26,222 26,222 22,791 22,791 

考 古 0 1,346箱と 334点 0 0 

歴 史 0 199 0 1 

民 俗 5,138 6,992 2,554 33 

環 境 0 45箱と 739点 0 9 

図 書 
92,729と     

2,232タイトル 
109,557 4,316と     

438タイトル 
3,010と     

438タイトル 

映 像 75,766 87,576 0 5,350 

合 計 415,164 740,241 41,884 41,369 
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【各分野別の詳細】 

地 学 標 本 2007年度     累   積 

 登録数 採集数 寄贈数 購入数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

化石 2,692  43  4,774  0  0  4,817  
標本の整理(容器の入替・保存処理な

ど)、登録、配架．プレパラート作製、

化石プレパレーション 

21,354  27,497  

岩石・鉱物 681  0  574  0  0  574  7,560  7,654  

堆積物 673  0  0  0  0  0  2,458  2,221  

プレパラート 93  14  0  0  0  93  591  1,078  

小 計 4,139  57  5,348  0  0  5,484   31,963  38,450  

 

植 物 標 本 2007年度      累   積 

  登録数 採集数 寄贈数 購入数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

さく葉標本 4,425 15 0 0 160 175 
標本受入・登録・ラベル貼付け・収

蔵・管理,収蔵庫燻蒸 

83,951 163,401 

菌類乾燥標本 0 0 0 0 4 4 0 120 

水草包埋標本 0 0 0 0 0 0 0 57 

小 計 4,425 15 0 0 164 179  83,951 163,579 

 

動 物 標 本 2007年度      累   積 

  登録数 採集数 寄贈数 購入数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

脊椎動物（魚類除く） 170  0  1  0  1,139  1,140   932  1,972  

内 

訳 

哺乳類骨格標本 0  0  1  0  0  1  

 

192  194  

哺乳類剥製標本 0  0  0  0  0  0  8  8  

哺乳類(その他） 0  0  0  0  737  737  100  837  

鳥類骨格標本 0  0  0  0  28  28  
標本の受入、計測、製作、データの修

正 

110  157  

鳥類乾燥標本   

（巣，卵，レプリカ等含む） 
0  0  0  0  47  47  313  409  

爬虫類骨格標本 0  0  0  0  0  0  

 

34  35  

爬虫類剥製標本 0  0  0  0  0  0  3  3  

爬虫類液浸標本 23  0  0  0  40  40  23  40  

爬虫類(その他） 0  0  0  0  0  0  2  2  

両生類液浸標本 147  0  0  0  287  287  147  287  

魚類（淡水魚類） 654  1  0  0  653  654   47,809  81,741  

内 
訳 

乾燥骨格標本 1  1  0  0  0  1   2,591  2,591  

DNA分析用標本 0  0  0  0  0  0   3,672  3,672  

液浸標本 653  0  0  0  653  653   41,546  75,478  

昆虫 328  264  439  0  642  1,345   34,598  143,204  

内 

訳 

昆虫液浸標本 249  130  11  0  250  391  

データベース公開12,483件.ソーティ

ング（小分け），同定，ラベル添付及

び修正，トビケラ類タイプ標本を含む

収納整理作業1,189本．アルコール液

点検31,000本． 

12,483  30,991  

昆虫乾燥標本 79  134  428  0  392  954  
タイプ標本のDB登録79件、村山コレク

ション整理8,406件、標本作成368件 
22,115  112,213  

貝類 2,069  0  0  0  138  138  

データベース公開 13,824 件．ソーテ

ィング（小分け），同定，ラベル添付，

収納整理作業1,825本．アルコール液

点検13,900本． 

13,824  13,838  

昆虫と貝類以外の無脊椎動

物（甲殻類、寄生虫など） 
0  32  0  0  276  308   0  6,845  

小 計 3,221  297  440  0  2,848  3,585   97,163  247,600  
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微 生 物 標 本 2007年度      累   積 

 登録数 作成・撮影数 寄贈数 購入数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

微小生物液浸標本 0 0 0 0 430 430 

仮データベース構築完了，今

後はここにデータが整理さ

れた時点で受入と見なす 

0  2,902  

微小生物プレパラート 0 0 0 0 31 31 0  31  

珪藻プレパラート 0 0 0 0 0 0 0  1,387  

珪藻顕微鏡写真フィルム 0 0 0 0 0 0 0  22,905  

珪藻顕微鏡写真デジタルファイル 0 0 0 0 0 0 0  24,064  

微小生物顕微鏡写真デジタルファイル 0 25 0 0 0 25 0  6,291  

微小生物動画ファイル 0 3 0 0 0 3 0  22  

小 計 0 28 0 0 461 489   0  57,602  

 

水 族 資 料  累   積 

（生体） 登録数 採集数 提供数 購入数 繁殖数 受入数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

脊椎動物 19,993 990 2,005 3,210 13,788 19,993 

  

24,084 24,084 

内 

訳 

魚類 19,969 967 2004 3,210 13,788 19,969 24,045 24,045 

両生類 6 6 0 0 0 6 10 10 

爬虫類 12 11 1 0 0 12 22 22 

鳥類 6 6 0 0 0 6 7 7 

無脊椎動物 2,798 1,110 228 1,308 152 2,798 

  

2,138 2,138 

内 

訳 

昆虫類 152 0 0 0 152 152 166 166 

貝類 973 161 0 812 0 973 855 855 

甲殻類 1673 949 228 496 0 1,673 1117 1117 

小 計 22,791 2,100 2,233 4,518 13,940 22,791   26,222 26,222 

 

考 古 資 料 2007年度     累   積 

  登録数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

遺跡遺物（舟、瓦を除く） 0 0  0 1,313（箱）と320 

丸木船 0 0  0 5 

瓦 0 0  0 22（箱） 

灯籠 0 0  0 3 

貝塚剥ぎ取り資料 0 0  0 6 

展示関係（ガリラヤ湖関係含む） 0 0  0 11（箱） 

小 計 0 0  0 1,346箱と334点 

 

歴 史 資 料 2007年度     累 積 （件 数） 

 登録数 購入数 寄贈数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

古文書、絵図、絵画等 0 0 0 0 0 
小牧家旧蔵資料調書作成整理約 800

点、修理保存処理30点 
0 159 

二次資料       

（レプリカ、模写、模造） 
0 1 0 0 1   0 33 

その他 0 0 0 0 0   0 7 

小 計 0 1 0 0 1   0 199 

 

民 俗 資 料 2007年度     累   積 

  登録数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

生活生業用具 2,554  33  33    2,554  4,351  

漁撈用具(船関係用具を含む) 0  0  0    2,584  2,600  

二次資料(木造船模型) 0  0  0    0  41  

小 計 2,554  33  33    5,138  6,992  
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環 境 資 料 2007年度     累   積 

 登録数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

水環境調査資料 0 0 0   0 72 

生活用具類 0 0 0   0 25 

民具類 0 9 9 生活実験工房用民具の収集 0 22（箱）と613 

二次資料（レプリカなど） 0 0 0   0 23（箱）と25 

海外の湖沼船 0 0 0   0 4 

小 計 0 9 9   0 45箱と739点 

 

図書資料 2007年度         累   積 

  登録数 購入数 寄贈・提供数 受入総数 整理状況・作業内容など 登録資料数 収蔵概数 

書籍 3,214  802  1,106  1,908  開架図書 9,600冊，雑誌 57件の整
備，書籍レファレンス，コピーサー

ビス（有料），蔵書点検55,500点，
学術雑誌製本411冊，ニュースレタ
ーの整理，図書装備3,200冊 

55,568 68,054 

文献 1,102  0  1,102  1,102  34,929 41,503 

雑誌 438タイトル 161タイトル 277タイトル 438タイトル 2,232タイトル   

小 計 4,316と 963と 2,208と 3,010と  92,729と 109,557 

 438タイトル 161タイトル 277タイトル 438タイトル  2,232タイトル   

 

映 像 資 料 2007年度             累   積 

  登録数 撮影数 寄贈数 寄託数 提供数 受入総数 整理状況・作業内容・公開など 登録資料数 収蔵概数 

静止画資料 0  4,968  0  0  382  5,350    75,766  87,576  

動画資料 0  0  0  0  0  0    0  0  

小 計 0  4,968  0  0  382  5,350    75,766  87,576  

 

 

（2）寄贈者および提供者一覧（水族資料の譲与を含む）         敬称省略（点数） 

【地学資料】 

 化石標本：大賀吉祐(1) 大西浩吉(15) 岡村喜明(3.960) 北田 稔(4) 野嶋宏二(8) 丸本高祥(1) 南澤 修(240) 

 化石・鉱物標本：岡村喜明(890) 清水大吉郎(200) 

 岩石・鉱物標本：石田志朗(1) 大西浩吉(9) 冨田克敏(5) 平井安弘(14) 

【植物標本】 

 さく葉標本：石田未基(156) 楠岡 泰(2) 村瀬忠義(2) 

 菌類乾燥標本：石田未基(1) 小原寿子(3) 

【動物標本】 

 哺乳類標本：岡村喜明(737) 

 鳥類骨格標本：上田英一(3) 

 鳥類乾燥標本：上田英一(3) 

 爬虫類液浸標本：前畑政善(3) 

 魚類標本：うおの会(2) 金尾滋史(32) 桑原雅之(265) 佐々木 剛・前畑政善(3) 佐藤智之(77) 水族飼育管理(46) 

鈴木規慈(4) 武田 繁(1) 出口武洋(114) 中尾博行(1) 中園健治(2) 野嶋宏二(99) 乗田宗法(1) 

芳賀裕樹(1) 前畑政善(1) 松田征也(1) 水野敏明(2) 山田康幸(1) 

 昆虫液浸標本：朽木生きものふれあいの里(250) 西本浩之(11) 
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昆虫乾燥標本：石田未基(53) 植西一稀(1) 遠藤眞樹(4) 小幡 暖(1) 佐々木 剛(12) 柴栄康雄(31) 

高石清治(2) 高橋 央(9) 中川 優(66) 西本浩之(2) 藤本勝行(2) 向原 勝(1) 山内英治(189) 

山本真彩子(1) 

貝類標本：石田未基(11) Matthias Glaubrecht (23) 出口武洋・杉野由佳(12) 出口武洋ほか(7) 成田哲也(43) 

            西野麻知子ほか(42) 

 昆虫と貝類以外の無脊椎動物標本（甲殻類・寄生虫など）： 

 秋田愛子(246) 石田未基(2) 浦部美佐子(3) 大高明史(7) 片山満秋(1) 関 慎太郎(1) 福田冨美子(1) 

  森田光治(2) 村上 裕(4) 山田 薫(1) 和田太一(8) 

【微生物標本】 

 微小生物液浸標本：大谷修司(7) たんさいぼうの会(48) 中井末松(375) 

【水族資料】 

脊椎動物（魚類）：韓国国立水産科学院内水面生態研究所(100) 滋賀県水産試験場(600) 島根県立宍道湖自然館(37)  

        (独)水産総合研究センター中央水産研究所内水面研究部(250) 宮島水族館(5) 

無脊椎動物（昆虫類）：島根県立宍道湖自然館(2) 

【民俗資料】 

 生活生業用具：西郡与志延(7) 堀 信子(1件) 松田明美(9) 

【環境資料】 

 その他：松島信義(13) 

【図書資料】 

書籍：青木伸子(5) 石田志朗(96) 印南敏秀(1) 大西靖彦(2) 金澤良彦(1) 河瀬直幹(1) 川並稔男(1) 木戸弘之(1) 

      久保田信(1) 黒川勝巳(3) 古賀ひとみ(3) 駒井正一(2) 滋賀植物同好会(1) 支笏湖のみずとチップの会(1) 

      竹村恵(1) 田中貞之(19) 壇上利雄(1) 筒井正男(1) 冨田克敏(4) 野村 一(2) 橋本素子(1) 戸次鋭男(1) 

      増井金典(1) 松野孝一(1) 村瀬忠義(2) 森 健(10) 山岸良二(1) 

雑誌：藤澤惇子(1,024) 

【映像資料】 

静止画資料：石井正臣(230) 久保明彦(46) 長濱 修(48) 野村昭夫(50) 

 

 

（3）購入資料一覧 

資料分野 資料名 点数 資料形態 内容等 

歴史資料 「花園院宸記 巻25（第十六回配本）」1巻 1点 
古文書 

（レプリカ） 
  

 

 

（4）水族繁殖生物 

Ｎo. 種    名 繁 殖 方 法 担  当  者 繁 殖 状 況 
１ ローデウス・ファンギ 人  工 布施 150点生残 
２ ムサシトミヨ 自  然  布施 100点生残 
３ ランプリクティス・タンガニカヌス 自  然 柴山 74点生残 
４ アウロノクラヌス・デウィンドティ 自  然 大西 12点生残 
５ カラヒガイ 人  工 右川 105点生残 
６ スイゲンゼニタナゴ 人  工 藤井 200点生残 
７ トンキントゲタナゴ 人  工 柴山 95点生残 
８ イタセンパラ 自  然 藤井 172点生残 
９ ウエキゼニタナゴ 人  工 岡田隆 150点生残 
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Ｎo. 種    名 繁 殖 方 法 担  当  者 繁 殖 状 況 
10 オオタナゴ 人  工 布施 100点生残 
11 ゼニタナゴ 自  然 柴山 54点生残 
12 チャイニーズ・ワンラインペンシル 人  工 岡田勇 116点生残 
13 イチモンジタナゴ 自  然 布施 800点生残 
14 ホンモロコ 自  然 吉川 390点生残 
15 アブラボテ 人  工 大西 270点生残 
16 ヤリタナゴ 人  工 尾崎 96点生残 
17 シロヒレタビラ 人  工 池田 311点生残 
18 カゼトゲタナゴ 人  工 池田 175点生残 
19 カネヒラ 自  然 池田 24点生残 
20 カネヒラ 人  工 池田 96点生残 
21 ペトロクロミス・トレワバサエ 自  然 岡田勇 13点生残 
22 ネオランプロローグス・オケラータス 自  然 池田 97点生残 
23 ミヤコタナゴ 人  工 佐藤 165点生残 
24 タナゴ 人  工 佐藤 60点生残 
25 アカヒレタビラ 人  工 佐藤 140点生残 
25 ニッポンバラタナゴ 人  工 右川 363点生残 
26 ニッポンバラタナゴ 自  然  右川 147点生残 
27 メダカ 自  然 右川 350点生残 
28 アオバラヨシノボリ 自  然 右川 320点生残 
29 スジシマドジョウ大型種 人  工 藤井 70点生残 
30 タモロコ 自  然 尾崎 110点生残 
31 ランプロローグス・アテヌアータス 自  然 岡田勇 100点生残 
32 ホトケドジョウ 自  然 佐藤 55点生残 
33 ジュリドクロミス・オルナータス 自  然 岡田勇 8点生残 
34 カワバタモロコ 自  然 布施 200点生残 
35 スゴモロコ 自  然 岡田勇 87点生残 
36 ヒナモロコ 自  然  岡田隆 260点生残 
37 ウシモツゴ 自  然 岡田隆 240点生残 
38 ヘミクルター・レウシスクルス 自  然 右川 260点生残 
39 パンプキンシード 自  然 藤井 55点生残 
40 タガメ 自  然 岡田隆 105点生残 
41 クロゲンゴロウ 自  然 吉川 41点生残 
42 モツゴ 自  然 岡田勇 200点生残 
43 ネオランプロローグス・モーリー 自  然 大西 180点生残 
43 スジシマドジョウ小型種 人  工 藤井 200点生残 
44 クセノテラピア・フラビピンニス 自  然 岡田勇 29点生残 
45 ビワマス 人  工 右川 2851点生残 
46 ハリヨ 自  然 布施 150点生残 

 

 

（5）資料情報の公開 

1）データベースの公開 

・「鳥類標本データベース」および「哺乳類標本データベース」の公開（2008年3月19日） 

琵琶湖博物館が所蔵する鳥類および哺乳類関連の標本情報を検索できるデータベースを公開した。琵琶湖博物館の資料

データベースとしては15および16分野目、生物標本データベースとしては6および7分野目の公開である。 

鳥類標本データベースでは、滋賀県に生息する鳥類や日本国内の淡水域に生息する水鳥類の、剥製・骨格標本・模型・

鳥の巣の標本など437件（公開当初）の資料情報を検索・閲覧できる。 

哺乳類標本データベースでは、哺乳類の剥製、骨格標本、模型、足跡の型など484件（公開当初）の資料情報を検索・

閲覧できる。 
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2）電子図鑑の公開 

・電子図鑑「琵琶湖地域の火山灰」の公開（2007年9月12日） 

 琵琶湖博物館の 5 分野目の電子図鑑として、「琵琶湖地域の火山灰」を公開した。火山が近くにない琵琶湖地域でも、

400 万年という長い時間の中では、偏西風にのって西日本各地から飛んできた火山灰がたびたび堆積してきた。こうした

火山灰は、西日本の火山噴火活動の記録であるだけでなく、地層がどのように積み重なってきたかを知るための有力な手

がかりになる。今回公開した火山灰図鑑は、福島大学の長橋良隆准教授ほかと共同で作成したものである。現在の琵琶湖

湖底でみることができる 75 層の火山灰を対象として、光学顕微鏡写真・電子顕微鏡写真などの画像、性質（含まれる鉱

物の種類や化学組成など）、噴出した年代、わかっている場合はその火山灰を噴出した火山といった詳細な情報を示した。

あるカテゴリーにそって網羅的にまとめた火山灰図鑑のインターネット上での公開は、日本初の試みである． 

 

 

電子図鑑「琵琶湖地域の火山灰」のトップページ 
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・電子図鑑「日本＆滋賀県のオサムシ」の公開（2008年3月24日） 

 琵琶湖博物館の6分野目の電子図鑑として、「日本＆滋賀県のオサムシ」を公開した。この図鑑は第13回企画展示「歩

く宝石オサムシ -飛ばない昆虫のふしぎ発見-」のウェブページで公開していたコンテンツ「オサムシ入門」「オサムシの

調査方法」「滋賀県のオサムシ」に、新たに「日本のオサムシ」を加えて再構成したものである。「日本のオサムシ」では、

日本に生息している 40 種すべてについて、体の特徴や分布などを標本写真入りで解説している。またアイウエオ順の写

真つき和名索引によって容易に検索することができる。 

 

 

電子図鑑「日本＆滋賀県のオサムシ」のトップページ 

 

・電子図鑑「滋賀のさかな」の増補改訂（2008年3月24日） 

 電子図鑑「滋賀のさかな」に、新たに 13 種を追加するとともに、既に公開している種の解説や写真の増補、索引の改

造を行い、より利用しやすいものとした。琵琶湖博物館は初めての電子図鑑として、「滋賀のさかな」を2000年 1月に公

開した。しかしその後、新たに認められた新種（ヌマムツ、ビワヨシノボリ）や新たに定着した外来種（コクチバス、ジ

ルティラピアなど）などがあったため、滋賀県の現在の魚類相に対応できなくなってきた。そこで新たに 13 種を加え、

掲載種を計80種とした。また、既に公開されている種についても、研究成果に基づいた解説の増補改訂を行うとともに、

写真を再選定して多くを変更あるいは増補した。さらに索引にも改造を加え、種名だけでなく形も手がかりにして検索で

きるようにした。 

 

3）目録の出版 

・琵琶湖博物館資料目録17号「民俗資料 3 衣食住」および18号「民俗資料 4 生産生業」の発行（2008年3月） 

琵琶湖博物館が収蔵する有形民俗文化財資料のうち、漁撈関係資料については、2005 年度に琵琶湖博物館資料目録 13

号「民俗資料1 琵琶湖水系漁撈習俗資料（1）」、14号「民俗資料2 琵琶湖水系漁撈習俗資料（2）」として既に刊行して
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いた。今回は、目録17号で「衣食住」に関する民具1455件、18号で農業や養蚕、手細工など「生産生業」に関わる民具

1099件を掲載した。この資料目録では、民具の地域での呼び名と標準名、収集場所、法量、重量などとともに資料の特徴、

調査当時に聞き取りした使用方法などを詳細に記述した。また、従来の資料目録は資料情報の一覧表のみであったのに対

して、今回の目録ではすべての資料の写真を数年かけて撮影し、資料情報とともに掲載している。 

 

 

(6）資料の利用 

1）資料の貸出 

月 日 貸出先 資料内容 利用目的 

5 8 滋賀県立琵琶湖文化館・

長浜市長浜城歴史博物館 

東寺文書（滋賀県所有本）176点 指定候補文化財調査および新指定文

化財展の展示 

6 1 滋賀県立図書館 魚類資料（ホンモロコ 10個体） 図書館受付での展示 

6 8 みなくち子どもの森自然

館 

昆虫資料（ゲンゴロウ・タガメ乾燥標本 

計2点） 

夏季特別展「守ろう！！甲賀の自然

と生き物」での展示 

6 8 群馬県立自然史博物館 地学資料（ワニ類フン化石（実物）・ゾウ

類化石レプリカ計7点） 

第27回企画展「アイスエイジ 氷河

時代を生きた動物たち」での展示 

7 12 高知大学海洋生物教育研

究センター 

甲殻類資料（カイアシ類液浸標本 16点） 研究依頼（分類学的な研究のため） 

7 12 高知大学海洋生物教育研

究センター 

甲殻類資料（カイアシ類液浸標本 5点） 研究依頼（分類学的な研究のため） 

8 14 広島大学大学院教育研究

科 

甲殻類資料（ヨコエビ類液浸標本 4点） 研究依頼（琵琶湖博物館総合研究「分

類学」の一環として） 

8 15 滋賀県立琵琶湖文化館 歴史資料（尼妙蓮地譲状 (『東寺文書』〈滋

賀県所有本〉) 1点） 

特別展「女性と祈り -信仰の姿-」で

の展示 

8 17 滋賀県立図書館 水族資料（アメリカザリガニ・クロゲンゴ

ロウ 計15個体） 

図書館受付での展示 

8 31 滋賀県農政水産部 魚類・食品資料（ビワマスのバター焼き等

樹脂レプリカ 計10点） 

「料理展示会 料理コンクール」に

おける県水産物のPRに使用 

8 31 (株)西武百貨店大津店 動物資料（トンボ標本 ドイツ箱3箱） 大津西武の「夏休みイベント」での

展示使用 

10 5 多賀の自然と文化館 メガネサナエ成虫・幼虫模型 計2点 企画展「トンボのめがねは何色めが

ね？」での展示 

10 12 全国豊かな海づくり大会

滋賀県実行委員会 

植物・動物資料（水草標本・カワウ剥製標

本・魚レプリカ 計30点） 

豊かな海づくり大会ふれあい交流行

事の一部として開催する漁業・環境

ミュージアムにおける展示 

11 9 北九州市立自然史・歴史

博物館 

微生物資料（エビノコバン 計344点） 研究依頼（琵琶湖博物館総合研究「分

類学」の一環として） 

11 16 滋賀の食事文化研究会 湖魚資料（湖魚・湖魚料理レプリカなど 

計26点） 

豊かな海づくり大会の湖魚料理紹介

コーナーにて展示 

11 16 滋賀県立図書館 水族資料（シロヒレタビラ 10点） 図書館受付での展示 

11 30 千葉県立中央博物館 動物資料（ムラサキトビケラ属昆虫 計6

点） 

ムラサキトビケラ属の分類学的再検

討 
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月 日 貸出先 資料内容 利用目的 

11 30 嶋津 武 動物資料（二生吸虫スライドプレパラート 

計132点） 

研究依頼（琵琶湖博物館総合研究「分

類学」の一環として、二生吸虫類の

分類学的なモノグラフの執筆、学術

雑誌での出版のため） 

12 14 甲賀市教育委員会 考古資料（唐橋遺跡出土 汽車土瓶 1点） 甲賀市土山歴史民俗資料館の企画展

展示資料 

12 21 甲賀市教育委員会 考古資料（唐橋遺跡出土 汽車土瓶 1点） 甲賀市土山歴史民俗資料館の企画展
展示資料 

12 24 嶋津 武 動物資料（二生吸虫スライドプレパラート 

計5点） 

研究依頼（琵琶湖博物館総合研究「分
類学」の一環として、二生吸虫類の
分類学的なモノグラフの執筆、学術
雑誌での出版のため） 

2 1 滋賀県立図書館 水族資料（カワバタモロコ計10点） 図書館受付での展示 

3 28 しが県民芸術創造館 バイオリンムシなど昆虫乾燥標本 計38点 「細密画でみる身近な自然」での展示 

 

2）資料の譲与 
【水族】  ヒナモロコ       15点 海の中道海洋生態科学館 

イチモンジタナゴ    100点 ぼてじゃこトラスト 

ビワヨシノボリ      6点 日本獣医生命科学大学 

ワタカ         50点 韓国国立水産科学院内水面生態研究所 

ヤリタナゴ       20点 韓国国立水産科学院内水面生態研究所 

アブラボテ       20点 韓国国立水産科学院内水面生態研究所 

カネヒラ        20点 韓国国立水産科学院内水面生態研究所 

デメモロコ       20点 韓国国立水産科学院内水面生態研究所 

ゲンゴロウ        2点 島根県立宍道湖自然館ゴビウス 

パンプキンシード     8点 横浜八景島シーパラダイス 

デメモロコ       20点 水産総合研究センター養殖研究所 

タモロコ        20点 水産総合研究センター養殖研究所 

カワバタモロコ     20点 水産総合研究センター養殖研究所 

ホンモロコ       20点 水産総合研究センター養殖研究所 

ワタカ         20点 滋賀県立大学 

ニゴロブナ       20点 須磨海浜水族園 
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3）特別観覧 

 2007年度は，以下のとおり特別観覧を行った。 

＜映像資料＞ 

月 日 貸出先 資料内容 使用目的 備考 

4 6 近畿地方整備局琵琶
湖河川事務所 

前野コレクション5点 瀬田川水辺協議会発行「瀬田川のあるべき姿」に
掲載 

静止画 

4 6 (社)日本養魚飼料協
会 

エリ漁、オイサデ漁 計6点 (社)日本養魚飼料協会設立40年史に掲載 静止画 

4 11 (有)ホームルーム 前野コレクション2点 NHK教育テレビETV特集「立花和平 獣害列島を
行く」(仮)の中で資料映像として使用 

静止画 

4 11 (株)フジテレビジョ
ン報道センター 

ビワコオオナマズ 4点 フジテレビスーパーニュース内の特集ニュース
に使用 

静止画 

4 13 (株)アストロアーツ プランクトン写真 13点 「マルチメディア図鑑シリーズ」への掲載 静止画 

4 13 時事通信社編集局 魚類 計6点 一般消費者を対象にした魚介類専門ニュース、情
報を配信するため 

静止画 

4 25 滋賀県環境こだわり
農業課こだわり滋賀
ネットワーク事務局 

メダカ、カイエビ写真 計2
点 

「湖国美しい暮らしの人びとこだわりセミナー
記録集」への掲載 

静止画 

5 5 (株)インターブレー
ン 

細見新補近江国大繪圖 1点 彦根市 彦根城築城400年祭 特別展「彦根と北近
江の城」に使用（印刷・展示） 

静止画 

5 11 滋賀県政策調整部広
報課 

メダカ、トノサマガエル、タ
イコウチ、ホウネンエビ 計
4点 

県広報誌「滋賀プラスワン」6月号への掲載 静止画 

5 15 京都新聞湖南総局 ハリヨ 1点 絶滅しかけていたハリヨが復活したという話題
の紹介写真として使用（守山市浮気町） 

静止画 

5 22 (株)インターブレー
ン 

細見新補近江国大繪圖 1
点 

彦根市彦根城築城400年祭特別展「彦根と北近江
の城」展に使用（印刷・配布） 

静止画 

5 29 毎日放送報道局ニュ
ースセンター 

チャネルキャットフィッシ
ュ 計2点 

ニュース映像「VOICE」（5月29日18:15〜）に
使用 

静止画
/動画 

5 30 滋賀県政策調整部地
域振興課 

藤村コレクション 計2点 彦根城築城400年祭記念日経シンポジウムパネ
ルディスカッション知事配付資料作成のため 

静止画 

6 7 滋賀県農政水産部 琵琶湖＆川の魚ポスター図
案 1点 

全国豊かな海づくり大会ふれあい交流行事の展
示・装飾のために利用 

静止画 

6 7 東京書籍関西支社 ビワマス・メダカ・ニゴロブ
ナ 計3点 

中学生向け「理科資料集」の付録（滋賀県版）に
使用 

静止画 

6 20 東京書籍関西支社 イルカ下顎・カキの化石 計
2点 

中学生向け「理科資料集」の付録（滋賀県版）に
使用 

静止画 

6 23 国立山口徳地青少年
自然の家 

ウグイ・カマツカ・アユ・ギ
ンブナ 計4点 

調査研究事業「環境学習プログラム」の資料に使
用 

静止画 

7 9 滋賀県農政水産部 前野・古谷今昔比較コレクシ
ョン 計14点 

第27回全国豊かな海づくり大会における「漁
業・環境ミュージアム」での今昔写真パネルの素
材として利用 

静止画 

7 16 滋賀県琵琶湖環境部
琵琶湖再生課 

水辺で見られる鳥類 計10
点 

琵琶湖一周調査隊（県民参加水質・生きもの調査）
参考資料に使用 

静止画 

7 26 (株)朝日学生新聞社
大阪支社 

ハリヨ、イタセンパラ、ヒナ
モロコなどの魚類 計10点 

朝日小学生新聞連載記事「朝小ミニ図鑑 減って
いる淡水魚」に資料として利用 

静止画 

8 1 滋賀県琵琶湖環境部
琵琶湖再生課 

ホテイアオイ、ネジレモなど
の水生植物 計10点 

琵琶湖一周調査隊（県民参加水質・生きもの調査）
参考資料として利用 

静止画 

8 1 滋賀県琵琶湖環境部
環境政策課 

ヒメタニシ 1点 「水生生物でみるしがの水」に資料写真として掲
載 

静止画 

8 10 びわ湖放送 近江風土記および新近江風
土記 計7点 

社内プレビュー 動画 

8 10 (社)日本環境教育フ
ォーラム 

ビワコオオナマズ・ゲンゴロ
ウブナ計2点 

環境省委託事業の日中韓環境教育ネットワーク
の教材に使用 

静止画 

8 10 東近江市五個荘伊野
部町区長 

ハリヨ 1点 ふるさと伊野部のあゆみ（伊野部町史）第三章河
川生物に挿入写真として使用 

静止画 
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月 日 貸出先 資料内容 使用目的 備考 

8 11 しんぶん赤旗科学部 ニゴロブナ・ゲンゴロウブナ 
計2点 

環境省レッドリストに両種が記載されたことの
紹介記事に使用 

静止画 

8 16 (株)メディアポルタ 前野隆資コレクション 1
点 

(株)講談社発行「週刊 昭和の『鉄道模型を作る』」
（第21号「昭和の風景」2007年12月発行予定）
に使用 

静止画 

8 25 朝日新聞あいあいAI
滋賀 

ホトケドジョウなど 計50
点 

あいあいAI滋賀連載記事に使用 静止画 

8 28 (社)土木学会 前野コレクション 1点 土木学会誌11月号特集に使用 静止画 

8 29 (有)オフィスノバ アユモドキ 1点 「月刊ポプラディア」（ポプラ社発行）12月号
特集記事「絶滅の危機にある動物」に掲載 

静止画 

9 14 滋賀県土木交通部河
港課 

ビワマス 1点 (財)河川情報センター発行「かわの情報誌さら
さ」への掲載 

静止画 

9 14 (株)至文堂 松原内湖遺跡出土鉢 1点 「日本の美術第498号・縄文土器後期」掲載のた
め 

静止画 

9 20 株式会社山川出版社 オイサデ網漁 1点 「日本史リブレット90『資源繁殖の時代』と日
本の漁業」本文挿図として掲載 

静止画 

10 5 全国豊かな海づくり
大会滋賀県実行委員
会 

コクチバス 1点 豊かな海づくり大会ふれあい行事の一環として
開催する漁業・環境ミュージアムにおける展示解
説書に掲載 

静止画 

10 6 地球環境関西フォー
ラム 

カワウ 1点 びわ湖環境ビジネスメッセ出典パネルにて活動
紹介 

静止画 

10 7 滋賀の食事文化研究
会 

魚類・湖魚料理 計15点 豊かな海づくり大会交流広場の展示パネルに利
用 

静止画 

10 19 全国豊かな海づくり
大会滋賀県実行委員
会 

前野コレクション 計10点 第27回全国豊かな海づくり大会ふれあい交流行
事の一部として実施する湖づくりコーナーの環
境写真展で使用 

静止画 

10 24 有限会社オーピーオ
ー 

琵琶湖岸ヨシ群落 1点 (株)ベネッセコーポレーション チャレンジ5
年生 2月号に掲載 

静止画 

10 25 滋賀県政策調整部企
画調整課 

前野コレクション・古谷コレ
クション 計2点 

豊かな海づくり大会(行幸啓関連) 静止画 

10 26 全国豊かな海づくり
大会滋賀県実行委員
会 

水族・風景など 計12点 第27回全国豊かな海づくり大会ふれあい交流行
事の一部として実施する湖づくりコーナーの環
境写真展で使用 

静止画 

11 9 高島市企画部政策調
整課 

魚類・貝類 計6点 ラムサール条約登録湿地関係市町村長会議にお
ける事例発表に使用 

静止画 

11 9 甲賀市教育委員会 貝類・植物等化石標本 計9
点 

『甲賀市史』第1巻「古代の甲賀」への口絵・本
文写真として掲載 

静止画 

11 21 (株)JRIあくあすぽ
っと 

「琵琶湖＆川の魚」ポスター
図案 1点 

水族館雑誌「アクアスポット5号」での琵琶湖博
物館特集に使用 

静止画 

11 23 マキノ土に学ぶ里研
修センター 

魚類 計4点 マキノ土に学ぶ里利用のしおりに掲載 静止画 

12 5 大阪工業大学工学部 珪藻電子図鑑内の珪藻の一
種 1点 

教科書への掲載（学内で利用、教科書は無償配布） 静止画 

12 6 上山田カルタつくり
ボランティア 

災害写真コレクション、姉川
地震関係 計5点 

湖北町上山田の自治会で制作する上山田カルタ
および同解説図録「上山田の歴史と文化」に掲載 

静止画 

12 6 (株)八坂書房 魚類 計7点 川那部浩哉 監修、前畑政善・宮本真二 編「鯰と
人の博物誌 -魚認識と文化の諸相」の挿図として
掲載 

静止画 

12 6 岐阜の自然と世界の
大昆虫展実行委員会 

アキアカネ 1点 展示会に使用するグラフィック、キャプションの
画像として利用 

静止画 

12 9 岐阜の自然と世界の
大昆虫展実行委員会 

キンイロオサムシ 1点 展示会に使用するグラフィック、キャプションの
画像として利用 

静止画 

12 9 滋賀県土木交通部河
港課 

魚類・鳥類 計6点 木の岡ビオトープの普及啓発（案内板への掲載） 静止画 
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月 日 貸出先 資料内容 使用目的 備考 

12 9 (社)関西経済連合会 前野コレクション 1点 (社)関西経済連合会機関誌「経済人」2008年  
1月号に掲載 

静止画 

12 9 産経新聞大阪本社 前野コレクション 1点 「新名神高速道路の役割と課題」についてのパン
フレットに使用 

静止画 

12 14 京都新聞湖南総局 カワニナ・コモチカワツボ 
計2点 

京都新聞掲載 静止画 

12 19 成安造形大学Seian 
Net TV委員会 

前野・古谷・谷本コレクショ
ン・博物館展示風景 計21
点 

学術利用（嘉田由紀子滋賀県知事による講演にて
使用された講演と資料写真を「Seian.tv成安造
形大学インターネットTV」で配信するため） 

静止画 

12 21 (株)JTBパブリッシ
ング関西編集部 

タテボシ・ヨシなど 計4
点 

情報誌るるぶ地域版「滋賀Life」に使用 静止画 

12 26 (有)観和堂 ビワヨシノボリ・イサザ 計
20点 

滋賀県から天皇家への献上品製作に利用 静止画 

12 28 (株)小学館 魚介類 計13点 小学館発行「食材図典III 地産食材篇」に掲載
のため 

静止画 

12 28 (株)碧水社 細見新保近江国大絵図 1
点 

碧水社刊 歴史群像シリーズ「縄張りのすべて」
に掲載のため 

静止画 

12 28 NHK大津放送局 ハリヨ 1点 「ハリヨ生息地保護区指定」のニュースで使用の
ため 

静止画 

1 19 毎日新聞社大津支局 ニゴロブナ 1点 毎日新聞紙上でのニゴロブナに関する記事に使
用のため 

静止画 

1 23 (社)滋賀県雇用開発
協会 

ホンモロコ・アユ 計3点 協会発行「企業ガイド滋賀」の表紙掲載のため 静止画 

1 24 (独)環境再生保全機
構地球環境基金部 

ニゴロブナ 1点 (独)環境再生保全機構 地球環境基金HP子供ペ
ージ内「野生生物をまもる」動画素材 

静止画 

2 1 滋賀県琵琶湖環境部
環境政策課 

ニゴロブナ・琵琶湖＆川の魚
ポスター図案 計2点 

「滋賀の環境2008」への掲載 静止画 

2 6 フジテレビ ヤリタナゴなど魚類 計7
点 

フジテレビ「あっぱれ！さんま新教授」（関東ロ
ーカル）でのTV放映に利用 

静止画 

2 9 (財)琵琶湖・淀川水
質保全機構 

フナズシ・ニゴロブナなど 
計6点 

「食材を活かす水の妙」コーナーにて湖魚を食材
として紹介 

静止画 

2 15 サンライズ出版 ビワコオオナマズ・アユモド
キ 計2点 

びわ湖検定実行委員会編集「びわ湖検定公式問題
解説集」への掲載 

静止画 

2 19 東近江地域振興局建
設管理部 

インターネット公開写真集
（災害写真） 計40点 

「日野川水害マップ」への掲載および日野川流域
の水害記録の収集・整理に利用 

静止画 

3 1 国土交通省近畿地方
整備局 

アユモドキ・ビワコオオナマ
ズなどの魚類 計8点 

アウトドアフェスティバル国土交通省近畿地方
整備局ブース内大阪湾再生プロジェクト及び琵
琶湖再生への取組を紹介 

静止画 

3 4 藤村和夫 藤村コレクション 計15点 著作権者による利用 静止画 

3 4 (財)大学コンソーシ
アム京都 

前野・谷本コレクション 計
5点 

講座報告書に掲載 静止画 

3 7 日野川改修期成同盟
会 

災害写真 計2点 日野川パンフレット作成 静止画 

3 9 環境省自然環境局皇
居外苑管理事務所 

ウナギ・ギンブナなどの魚類 
計14点 

在来種、外来種の比較展示 静止画 

3 9 群馬県立自然史博物
館 

スナヤツメほか魚類 計67
点 

第30回企画展「フィッシング〜魚の生態と人の
知恵〜」で使用 

静止画 

3 13 大垣市 市民活動推
進課 

アジメドジョウなど魚類 
計3点 

自然保護の啓蒙「第8回環境市民フェスティバ
ル」にて利用 

静止画 

3 13 近畿地方環境事務所
野生生物課 

魚類・両生爬虫類・昆虫類・
鳥類・貝類 計36点 

滋賀県農村振興課が実施している「魚のゆりかご
水田」を推進するためのガイドブックに掲載 

静止画 

3 19 東近江市文化政策課 ハリヨなど魚類 計4点 「東近江市百科」に掲載 静止画 

3 21 びわ湖検定実行委員会 鳥類・魚類・昆虫類 計16点 びわ湖検定公式問題解説集への掲載 静止画 
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＜映像資料以外の閲覧＞ 

月 日 利用者 閲覧内容 閲覧目的 

4 11 吉田徹也 動物資料（村山修一蝶類コレクション 計
10点） 

コムラサキ属の分類学的研究のた
め 

4 26 松岡長一郎 地学資料（鮎川層群産化石標本 約200点） 甲賀市市史編纂に係る化石標本の
調査のため 

5 22 甲賀市教育委員会市史
編纂室 

地学資料（鮎川層群出土化石 約80点） 甲賀市史第1巻の編纂のため 

6 8 愛荘町立歴史文化博物
館 

歴史資料（「近江名所図会」から計2点） 図録『高宮布』の表紙ならびに見返
し部分の挿図として活用のため 

6 19- 
26 

アインズ株式会社 動物資料（オオムラサキ・メガネサナエ・
オオクワガタなど7種計8点） 

社用暑中ハガキに使用 

7 3 仏教大学社会学部 水族資料（展示室魚類（オオクチバス・ブ
ルーギル・琵琶湖固有種・琵琶湖・小川の
希少種）約10点） 

大学のゼミ、研究の一環としてドキ
ュメンタリー番組を制作するため 

7 20- 
31 

増田富士雄 地学資料（烏丸ボーリングコア資料 約
1,200点） 

研究のため、ボーリングコアの堆積
物を観察 

8 2 橋本 泉 動物資料（橋本忠太郎氏寄贈昆虫標本 計
10点） 

学校でのレポート作成のため、祖父
寄贈標本の閲覧 

8 27 東京書籍株式会社編集
局 

地学資料（古琵琶湖層はぎ取り標本（展示
資料） 1点） 

小学校理科教科書への掲載 

8 27 東京書籍株式会社編集
局 

地学資料（ボーリングコア資料（展示資料） 
1点） 

小学校理科教科書への掲載 

10 20 多様性生物希少標本ネ
ットワーク 

動物資料（絶滅危惧のトンボ類標本 計11
点） 

絶滅危惧動物標本アーカイブのた
め（Web公開） 

3 10 特別非営利活動法人五
環生活 

民俗資料（冨江家内の桶風呂とその周辺施
設） 

桶風呂の製作工程の記録映像製作
のため 

3 17- 
8/31 

京都新聞滋賀本社 民俗資料（B・C展示室・生活実験工房内に
展示する民具 計30点） 

新聞紙面掲載 
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（7）資料保管 

 整理された資料を保管する際には、ガス燻蒸、冷凍処理および二酸化炭素処理など、防虫・防黴対策を行った後に収蔵

庫へ収納している。また、収蔵資料が長期間にわたり安全で良好な状態を保てるよう、目視による資料チェックや保存液

の補充などを行うほか、収蔵庫の適切な保存環境を維持するため、収蔵庫内の温湿度管理や定期的な清掃とトラップ調査

など、総合的有害生物防除管理（IPM）を行っている。 

 2007 年度には、IPM 基準値以下の保存環境を保つため、定期清掃や臨時の清掃(トラックヤードなど)を行った。また、

害虫の侵入防止を目的として、収蔵庫内の内履きや粘着マットの整備、扉の隙間の防虫対策や排水口に害虫防止用のネッ

トを設置するなどの取り組みを行った。 

 

温湿度管理 各収蔵庫定点観測を実施 

  ・時間ごとに計測し、全データを保存。 

  ・温湿度の変化を年間通して把握し、環境の基準を設定する。 

定期清掃 ・収蔵庫の清掃：月1回原則として第1金曜日に実施 

 ・収蔵庫前廊下の清掃：当番で割り振られた範囲を週1回実施 

生物環境調査 有害生物調査 

  
・2007年6月22日～7月6日 空中菌調査5カ所・昆虫トラップ調査 226カ所 (設置・回収・ 
 分析) 

  ・2007年11月2日～16日 空中菌調査5カ所・昆虫トラップ調査 226カ所 (設置・回収・分析) 

  
・2008年2月29日～3月14日 空中菌調査5カ所・昆虫トラップ調査 223カ所 (設置・回収・ 
・  分析) 

 
＊当館のIPM基準値 
・虫：非誘因性トラップで 1日につき捕獲される指標種（チャタテムシ）の個体数（捕獲指数）が 1 
・空中菌：空気衝突法により採取した菌を 7 日間培養させた場合のコロニー数が 20 

 

 

（8）燻蒸・処理  

琵琶湖博物館では、資料を安全に長期間保管し活用していくために、年に1回収蔵庫燻蒸を行い、収集した資料や活用

後の資料については収蔵庫への搬入の前に、燻蒸庫での燻蒸を随時行っている。琵琶湖博物館には、大型・小型の2台の

燻蒸庫がある。大型燻蒸庫では、ヨウ化メチル(アイオガード)と炭酸ガスによる燻蒸、処理を行うことができる。小型燻

蒸庫では、炭酸ガスによる処理を行うことができる。併せて、資料によっては冷凍庫による冷凍処理および脱酸素処理を

実施している。 

 2007年度の燻蒸実施状況は以下の通りである。 

○収蔵庫燻蒸 

・実施期間：2007年9月2日〜7日 

・実施収蔵庫：植物収蔵庫、器材倉庫 

・使用ガス：酸化エチレン（エキヒュームS ） 

○大型燻蒸庫燻蒸 

・実施回数：6回 

 内訳 アイオガード3回、炭酸ガス3回 

○小型燻蒸庫燻蒸 

・実施回数：4回 

○冷凍処理 随時 

○脱酸素処理 

・実施回数：2回 
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（9）資料評価委員 

博物館として重要な資料の購入や受贈にあたって、博物館資料としての学術的評価と価格評価を行うため、あらかじめ

選定しておいた33名からなる資料評価者名簿をもとにしながら資料評価委員を選任し、資料評価を依頼している。 
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of the American Entomological Society, 133: 123-127  
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Dolichopodidae). Transactions of the American Entomological Society, 133: 161-166  
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Kihara, Y., Arita, S. and Ohtsuka, T. (2007) Diatoms of Yakumogahara Moor in the Hira Mountain Range, west-central 
Japan. Diatom, 23: 83-90.  
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Research Center of Ehime University, Japan. Diatom, 23: 29-48.  
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Takahashi, T., Ohtsuka, T. and Matsuura, K. (2007) A computer system for identifying Tanganyikan cichlids using meristic 
and descriptive data accumulated in literature. Ichthyological Research, 54: 399-403  

Nagahashi, Y. and Satoguchi, Y. (2007) Stratigraphy of the Pliocene to Lower Pleistocene marine formations in Japan on the 
basis of tephra beds correlation. The Quaternary Research (Daiyonki-Kenkyu), 46: 205-213.  
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Boomer, I., Horne, D.J. and Smith, R. J. (2006) Freshwater Ostracoda (Crustacea) from the Assynt region, N. W. Scotland: 
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225-248.  
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Kihara, Y., Arita, S. and Ohtsuka, T. (2007) Diatoms of Yakumogahara Moor in the Hira Mountain Range, west-central 
Japan. Diatom, 23: 83-90. 

Yoshikawa, S. (2007) Sedimentary diatoms in Sawano-ike Pond, Kyoto City. Diatom, 23: 91-104. 
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